
1 

 

平成
平成平成
平成26

2626
26年度第１

年度第１年度第１
年度第１回白井市立図書館協議会（概要）

回白井市立図書館協議会（概要）回白井市立図書館協議会（概要）
回白井市立図書館協議会（概要） 

  
 

１．開催日時 平成26年7月31日（木）15：30～17：30 

２．開催場所 白井市立図書館2階 研修室2 

３．出 席 者 委 員 吉井会長、吉田副会長、宮田委員、田中委員、進藤委員、高花委員 

事務局 黒澤文化課長 黒澤図書館長、鎌田主査、内山主査、芳賀主査補 

欠席者 中澤委員 

４．傍 聴 者 １名 

５. 報  告 

（1）平成 25 年度主要事業結果報告について 

（2）平成 25 年度図書館資料購入実績について 

（3）平成 25 年度図書館資料除籍実績について 

（4）平成 26 年度主要事業計画について 

（5）平成 26 年度図書館費について 

（6）平成 26 年度図書館資料購入計画について 

（7）平成 26 年度蔵書点検結果及び対策について 

（8）開館 20 周年記念事業（6 月末現在）について 

６．議  題 

    (1）図書館電算システム更新について 

７．配布資料  1.会議次第 

          2.平成26年度しろいの図書館年報 

         3.年度別蔵書点検結果 

         4.図書館電算システムの更新について 

         5.白井市立図書館開館20周年記念事業 

         6.学校司書についての新聞記事 

         7.西白井複合センター図書室休室とサービス停止のお知らせ 

8.文化センターだより7．8月号 

８．議  事 以下のとおり 

事務局  

 

会長  

 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

平成26年度第1回図書館協議会を開催する。 

 

あいさつ 

次第にあるように、平成25年度事業の結果報告と平成26年度の事業計画の 

説明が事務局からあると思いますので、よろしくお願いします。 

 

（1）～（7）まで資料に基づき報告 

 

（1）平成25年度主要事業結果報告について 

『平成26年度しろいの図書館』Ｐ32学校別貸出冊数統計（平成21～25年度）の

冊数の内訳はどうなっているか。 
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事務局 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

事務局 

 

会長 

 

事務局 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

委員 

 

 

会長 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

朝読書用の図書と授業のための図書の貸出になる。 

 

保育園はどのような資料を貸出しているか。 

 

年長・年中向けの紙芝居・絵本を貸出している。 

 

はなぶさ保育園は、平成23年度から貸出0冊となっているが、どういうことか。 

 

要望があったときのみ資料を貸出している。 

 

図書館側から、要望を聞いたりしないのか。 

 

学校への対応で手いっぱいなため、私立保育園までは対応できない状態である。 

 

学校図書はどこの管轄か、クラスに何冊という配分にしないと本離れが進むので 

はないか。 

 

図書購入は学校教育課が行い、図書館とは別に購入している。図書館からは各ク

ラスごとに、3か月300冊貸出している。 

 

中学校では図書館から借りたものを貸出している。 

 

読み聞かせが好きだが、学校図書だけでは良い本に触れることができないので、 

図書館からの貸出本がありがたい。 

 

このようなよい取り組みが、どうして他の市町村で採り入れられないのだろうか。 

お金の問題だろうか。 

 

お金の問題はもちろんだが、図書館職員の労力や手間が大変だと思う。 

 

当市は、小学校 9 校、中学校 5 校のため連携しやすいことや、図書館の児童書が

充実していること、買い替えの購入予算も充分確保できていること、学校への本

の配送を行っていること、また何よりも、学校支援アドバイザーの中澤先生のご

尽力で、学校図書館と市立図書館の連携が一層深まり以前より貸出が増えている。

ただし職員が対応できる量を超えている。今後は、全校に学校司書の役割を担う

読書活動推進補助教員が配置されたことで、学校図書館と市立図書館の役割分担

が課題と考えている。 

 

（3）平成25年度図書館資料除籍実績について 

『平成26年度しろいの図書館』P34不明と亡失の違いは何か。 
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事務局 

 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

会長 

 

事務局 

 

 

 

会長 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貸出中ではなく蔵書点検等で棚に資料がない、所在が判らない資料が不明となる。

蔵書点検時に不明状態が 3 回続くと除籍の亡失となり、図書館の蔵書数からはず

れることになる。 

 

西白井複合センターの大規模改修について 

白井市内の他のセンターも順次工事していくのか。 

 

学校の耐震化工事が終了したため、市内の施設を順次行っていく予定である。 

 

複合センター図書室の大きさも変わるのか。 

 

図書室内の改修や増築は行わない。センター全体の老朽化により雨漏り等の修理

が必要となり、外壁やバリアフリー化などを行う予定である。屋内は通路などを

改修し、建物の増築などは改修工事計画に入っていない。 

 

図書室の本はどうするのか。 

 

図書室内の工事はないため移動はしない。なお、西白井センター図書室の新着雑

誌や予約の取り置き本などは、図書館に引き取り閲覧、貸出する予定である。ま

た、電算機器は図書館へ運ぶ予定である。 

 

蔵書点検結果について、盗難の現場を押さえたことがあるか。 

 

今のところ盗難現場は、見ていない。 

 

成田市立図書館をよく利用しているが、ある時期から貸出方法が変わった。 

自動貸出機があり、そのそばに人が配置されている。そのようなシステムがあれ 

ば盗難が減るのではないか。 

 

開館当初、市民が利用しやすい図書館を目指したため、盗難防止システムの導入

は行わなかった。しかし、10 年ほど前に所在不明冊数が膨大になり、システム導

入の調査研究を行った。蔵書すべてにチップを貼付し、入口に検知ゲートを設置

した場合、総額で 1 億円以上の経費がかかることがわかった。また、盗難防止装

置を付けても、盗難がなくなることはなく、ＩＣタグやページの切り取りが増え

たり、自動貸出機もミスがあり、入口に人を張り付けていると聞いている。当館

では、経費をかけずに現状で出来る対策として、ポスターの掲示や新刊本を書庫

で管理するなどの方法で対応してきた結果、以前よりだいぶ不明冊数が減少して

いる。 
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委員 

 

委員 

 

委員 

 

委員 

 

委員 

 

委員 

 

 

会長 

 

 

委員 

 

委員 

 

 

事務局 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

 

会長 

 

事務局 

 

事務局 

 

会長 

 

事務局 

 

残念ながら学校でも10～20冊不明本がでる。 

 

掲示物がよい。死角を作らないとか、努力をされている図書館を評価したい。 

 

不明資料のリストをみると悲しい。 

 

書店より公共の施設での持ち去りの方には、罪の意識が低いと思われる。 

 

マニアがいるのかもしれない。 

 

今できることをやっていくしかない。公共のものを大切にする意識を高めること

も必要である。 

 

新刊図書の書庫入れなどの対策は、有効であると考える。書庫の資料は出しても

らえばよいのだから。市民の財産を守ることも大切である。 

 

学校でも児童が公共のものを大事に利用することができない。 

 

不明リストにある「自由研究の本」の持ち出しは、子どもだろうか。子どもだと

したら悲しい。 

 

不明資料も数年たってから返却される場合がある。 

 

抑止力としては、職員が本棚を巡回するのがよいと思う。 

 

(8)開館 20 周年記念事業（6 月末現在）について 

チラシの青い部分は、児童事業。オレンジは、一般事業となっている。 

児童の事業は、記念しおり、おはなしウィーク、スタンプラリー、読書手帳など

は、すでに実施している。 

 

開館20周年記念のチラシは広報しろいに載るのか。 

 

文化センターの各館とともに、広報しろい7月15日号に掲載した。 

 

議題(1）図書館電算システム更新について 

 

現在使用している電算システム業者も参入できるのか。 

 

参入することは可能である。 
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委員 

 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

会長 

 

 

 

事務局 

 

事務局 

 

 

 

 

 

予約が多くなっており、順番待ちの時間がかかることがある。予約時に本にはさ

む「お早めに」しおりだけではなく、カウンターで声をかけるなどして早めの返

却をお願いしてみてはどうか。 

 

土日の忙しい時以外は、声かけをしている。夏休み期間に全国の課題図書だけは、

貸出期間1週間としている。 

 

以前勤務していた成田市では、学校図書室に職員が配置されていた。白井では平

成25年に読書推進補助教員が配置された。教員、補助教員共に手探り状態で図書

室の運営を始めた。現在では図書室になくてはならない心強い存在だ。国語の授

業にも参加してもらい、学びの場が豊かになったと感じている。 

先日、新聞に「不読率」という言葉が載っていた。学校図書室で 4 月から 1 冊も

借りてない人がいるか、読書推進補助教員に確認したところ、数人いると言って

いた。借りていない子を減らしていきたい。 

 

学校図書室のボランティアをずっと続けているが、読書推進補助教員の先生と確

認しながらなので仕事が進めやすくなった。 

 

子供たちの言葉が乱れている。親が読み聞かせをしていない子供は、本を読まな

い。読書が言葉をつくる。語彙力のなさによる言葉の理解が進まず自分の身につ

かないので、学力が上がらず希望の場所に進学できないことがあるようだ。 

 

高齢者施設での読み聞かせを行っている。紙芝居などの昔話は、過去の記憶を刺

激するようで、施設のお年寄りも楽しんでくれているようだ。紙芝居の予算がつ

くとよいと思う。 

 

大型絵本ももう少しそろえていただけるとありがたい。 

 

議題は終了した。今回も委員の皆さんから様々な意見が出され、内容の濃い会議

となった。これを図書館運営にいかし、これからも市民のための図書館を目指し

てもらいたい。 

 

その他について事務局から報告させていただく。 

 

吉田委員が代表をなさっている団体の「おはなしカレンダー」が印旛郡市社会教

育振興大会表彰を受賞することになった。これは、桜台地区の街開きとともにボ

ランティアを立ち上げ、桜台センターや学校で長年子どもたちにお話を届けてき

たことに対する表彰である。読書の普及にご尽力いただき感謝するとともに、今

後のご活躍にも期待したい。 
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会長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

事務局 

学校司書の配置の新聞記事について 

この協議会でいつも取り上げられる、学校司書の整備について、法律が改正され

て自分の読んでいる新聞にたまたま載っていたので皆さんに紹介した。 

 

当市でも、中学校には20年ほど前から配置されていたが、昨年度から小学校全校

に配置されて、図書室の充実と授業支援で大きく前進した。小中学校時代の読書

経験は、その後の人生を豊かにしてくれると思う。皆さんの協力を得て、近隣の

市に劣らない読書環境の充実した市となるよう努力する。 

 

閉会。長時間にわたりありがとうございました。 

 


